
ラプラプセブ国際大学（フィリピン） 

海外短期語学研修プログラム募集要項 

派遣先大学（ラプラプセブ国際大学）について 

ラプラプセブ国際大学は、2021 年にフィリピンのセブに開学した

大学です。東南アジア留学は生活環境を不安に思う人も多いかもしれ

ませんが、本大学は広島文教大学の海外姉妹校であるため、現地に日

本人スタッフがいるほか、キャンパス施設やキャンパス内にある寮の水

準が高いなど、快適な留学生活を過ごすことができます。 

研修内容について 

⚫ 現地大学の外国人留学生向けのプログラムを受講します 

⚫ 英語の授業はレベル別で行われるため、英語初心者でも参加可能です。もちろん、中・上級向けのクラスも用意

されています 

⚫ 英語の授業以外に、第二外国語（韓国語・中国語・タガログ語）と SDGｓ関連の一般教養科目やフィリピン文化の

講義も英語で学べます 

⚫ フィリピン人学生に英語を教えてもらったり授業の予習・復習を手伝ってもらえるバディシステムがあります 

⚫ 研修期間中はキャンパス内の学生寮に宿泊します 

➢ １人部屋で、ベッド、机・クローゼット・金庫が備え付けられています 

➢ 寮内の管理、寮生のお世話のほか、安全確保のため寮母が 24 時間寮に常駐しています 

➢ キャンパスの正門と寮の入り口にはセキュリティーゲートが設置されています 

➢ １日３食の食事が提供されます。人気のレストランと提携し日本人の口に合った食事が提供されます 

1,2 年生向けプログラムについて 

当プログラムは語学力の要件がなく往路の引率があるので、海外経験がなく語学力に自信がないけど海外留学を

してみたいという 1,2 年生が参加しやすいプログラムです。大学生活の早い時期に海外の大学で異文化体験や語学

研修に参加して将来の視野や選択肢を広げたり、長期留学のためのファーストステップとしてぜひ参加してみません

か？ 

 

  



派遣先 
ラプラプセブ国際大学（Lapulapu-Cebu International College; LCIC） 

（フィリピン セブ マクタン島） HP: https://lcic.jp/ 

学修期間 
2026 年 8 月 8 日（土）～8 月 29 日（土）（移動日含む、授業は平日のみ） 

※予定のため、変更の可能性があります。引率は往路のみ、日本国内の移動は各自手配。 

参加対象 学部１・２年生 

応募条件 

（１）令和７年度後期までの通算成績(GPA)が 2.30 以上であること ※２年生のみ 

（２）心身共に健康であり、留学プログラムの参加について保護者の了承を得ていること 

※語学力は問いません 

募集人数 10 名程度 ※定員を超過した場合は選抜を行います。 

宿泊 キャンパス内学生寮 （個室、１日３食つき） 

研修費用 

約 38 万円 → 奨学金９万円が支給されると約 29 万円 

※為替レートや航空券の状況、参加人数によっては、金額が変更となる場合があります。 

【費用に含まれるもの】 

① 往復航空券代（サーチャージ・空港諸税等を含む） 

② 現地研修費（授業料、空港⇔大学間の送迎、滞在ビザ諸費用含む） 

③ 現地宿泊費（１日３食、水道光熱費含む） 

【費用に含まれないもの】 

① 海外旅行保険代（約 9,500 円） 

② 自宅から国内空港までの往復交通費 

③ 教材費（5,000 円程度。授業による） 

④ 雑費（プログラム外の食事代、電話代、現地交通費、お土産代等） 

申込方法 

① 参加申込書 (兼) 海外渡航届 (Forms)  （ア）志望動機 (イ)語学能力証明書 

（ア）、（イ）は①の Forms 内にアップロードしてオンラインで送信してください。 

②参加誓約書  ③成績・単位修得証明書（２年生のみ） ④ 健康診断証明書※ 

②～④は紙媒体で国際交流センター又は 庄原 C・三原 C の教学課の窓口に提出してください。 

※④は締切までに発行が間に合わない可能性があるので、④以外の書類を先に提出してください。 

応募締切 ◆学内書類提出：2026 年５月 15 日（金）17：00 締め切り 

奨学金 

A： JASSO 海外留学支援制度（協定派遣）：9 万円 または 

B： 県立広島大学交換留学生等支援奨学金：5 万円 

※A には支給要件があります。満たさない場合 B への申請が可能。A と B の併給は不可。 

詳細は別添資料の「JASSO 海外留学支援制度（協定派遣）について」を必ず確認してください。 

単位取得 全学共通教育科目「海外研修」の単位(2 単位)を申請することができます。（学生便覧参照） 

参加条件 

・出発前の事前学修、危機管理オリエンテーションへの出席 （日程は別途連絡） 

・研修前後のアンケート回答、帰国後の留学報告書の提出、大学指定の海外旅行保険への加入、

帰国後の TOEIC 受験 

注意事項 

応募される方は、「令和８年度夏季短期留学 募集要項(共通)」と別添資料の「JASSO 海外留学支

援制度（協定派遣）について」も必ず確認した上で応募してください。 

https://bit.ly/puh_tanki_ryugaku 

本プログラムは本来の LCIC の４週間のコースに１週間遅れて参加する形になっています。 

遅れる１週間分については費用の返金はありませんのでご了承ください。 

 

https://lcic.jp/
https://forms.office.com/r/pC7nWT5Hc1
https://bit.ly/puh_tanki_ryugaku
http://www.apsu.edu/














大浴場、露天風呂、サウナ付き
実はフィリピンはシャワー文化中心で、ゆっくり
湯船に入る習慣はあまりありません。でもこの
寮には、５階に露天風呂とサウナ付きの大浴
場を完備しています。毎日ゆっくりと手足を
伸ばしてお湯に浸かることができます。露天風呂
からは夕焼けや星空を見上げたり、国際空港
を見下ろしたりと、景観もばっちり。サウナで
たっぷり汗をかけば、気分爽快にリフレッシュ
できます。勉強に遊びにと、疲れた心と身体を
毎晩心地よく癒し、楽しい留学生活を過ごして
ほしい。そんな想いを込めて作った設備です。
個室シャワールームもあります。

留学生は全員個室
全ての個室にベッド・クローゼット
机・金庫の家具一式付き

留学生には個室が用意されています。その個
室にはベッド・机・クローゼット・金庫が備え付
けられています。プライベートが保たれ、家具一
式も揃っているので、長期の留学でも快適に
過ごすことができます。

10人1ユニットのシェアハウス型
例：日本人3人、韓国人2人、
       台湾人1人、フィリピン人4人 など

シェアハウスのメンバー構成は多国籍。個室で
過ごすだけでなく、リビングでさまざまな国
出身のメンバーと会話を楽しむことも可能。気
軽に国際交流できる環境で、自分のスタイル
に合わせて異文化体験を楽しめます。

常駐する寮母がいるから安心安全
寮内の安全確保のため寮母が
24時間寮に常駐

寮内の管理、寮生のお世話のほか、安全確保の
ため寮母が24時間寮に常駐しています。
寮内でわからないことがあれば直ぐに対応して
くれるので、安心して暮らすことができます。
寮生活中の頼もしいアドバイザーです。

みなさんが留学期間中に多くの時間を過ごすことになる寮は、快適さと安全性にとことんこだわりました。1ユニット10人のシェ
アハウス型の寮には、多様な国の学生がともに暮らし、授業以外でも国際交流ができる環境です。１階には共同学習室やアク
ティビティルームがあり、５階には大浴場を完備。舎監が24時間常駐し、セキュリティも万全です。

快適な寮
生活

安心安全の環境だから、勉強も遊びも充実！

正 門 と 寮 の 入り 口 に は セ キュリテ ィー ゲ ート を 設 置

学 内 は 複 数 の 警 備 員 が 2 4 時 間 常 駐 し 見 回 り

大 学 構 内 に は 多 数 の 監 視 カ メラ を 設 置

寮 に は 複 数 の 舎 監 が 2 4 時 間 常 駐

大 学 の 外 周 に は フェ ンス を 設 置

学 内 のト イレ は 全 て T O T O ウォ シュレット 付 き

「治安は大丈夫？」「もし病気や怪我をしたら？」「トイレなどは清潔？」など、海外に行く時はさまざまなことが不安になるもの。
治安がよく、非常に衛生的な日本と比べると、セブには不便な点があるかもしれません。だからこそ、LCICではみなさんが安心
して留学できるように、多方面に渡るサポートを用意し、安全で有意義な留学を支援しています。

安全への
サポート

セ キュリティ万 全 の 大 学・寮 で 安 心して生 活 できる

学内に看護師が常駐し、医師による往診 が
週 3回 程 度あるため病 気・怪 我などに安心対応!

スクール 看 護 師 、カウン セラ ー が 常 駐

SAFETY POINT
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